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熾
り
た
る
炭
火
の
さ
ま
を
よ
し
と
お
も

ふ
猛
く
静
け
く
て
は
か
な
き
そ
よ
き

欠
　
　
k
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穿
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目
打
ち
で
健
康
増
進

　
大
寒
を
前
に
し
た
　
月
一
七
日
．
越
表

の
中
学
校
跡
地
広
場
で
は
、
地
一
兀
の
三
光

さ
ん
主
催
に
よ
る
“
甦
れ
、
椎
茸
栽
培

種
駒
打
ち
挑
戦
”
と
銘
打
っ
た
椎
茸
駒
打

ち
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
越
表
小
の
児
童
と
地
元
老
人

ク
ラ
フ
会
員
ら
総
勢
四
十
名
が
参
加
し
．

始
め
に
体
験
学
習
と
し
て
児
童
全
員
に
よ

る
駒
打
ち
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
八
ラ
回
初

め
て
行
な
わ
れ
た
高
齢
者
に
よ
る
駒
早
打

ち
競
争
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
は
「
指

先
を
動
か
す
の
で
健
康
維
持
・
増
進
に
つ

な
が
り
ま
す
」
と
、
久
し
ぶ
り
に
握
る
駈

の
感
触
を
昧
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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静人口5．605人（＋5）

　　男　2．694人（＋6）

　　女　2，911人（△1）

　世帯数L724戸（△3）

　　平成7年1月1日現在
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※地名（字名）と道路名の〈中ノ原〉は字が　＼

異っていますが間違いではありません。　＼

二瀬地区

＼

＼

中
ノ
原
と
日
向
市
美
々
津
を
結
ぶ
県
道
中
野
原
・
美
々
津
線

八
八
O
m
の
内
、
福
二
集
落
を
迂
回
す
る
バ
イ
パ
ス
区
間
延
長

m
が
完
成
し
、
】
月
十
八
日
に
開
通
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

は
地
区
の
生
活
道
路
と
し
て
、
ま
た
、
入
郷
地
域
の
産
業
上

し
て
町
内
外
の
多
く
の
人
達
か
ら
利
用
さ
れ
て
お
り
、
今
回
完

イ
パ
ス
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

バ
イ
パ
ス
開
通
に
地
元
住
民
ら
は
、
「
こ
れ
ま
で
は
大
型
車
な
ど

道
路
が
狭
い
た
め
、
自
転
車
や
歩
行
者
は
危
な
い
思
い
を
し

い
た
よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
は
三
瀬
小
学
校
児
童
た
ち
も
安
心

校
が
で
き
る
の
で
は
…
．
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

た
い
。
」
な
ど
と
開
通
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

兀
成
し
た
バ
イ
パ
ス
の
概
要
》

計
画
　
員
業
費
期
間

→、

ﾜ
三
〇
m
（
バ
イ
パ
ス
区
間
】
、
↓
六
〇
m
）

車
道
六
・
O
m
（
全
幅
一
〇
m
）

一
〇
億
六
千
万
円

昭
和
六
二
年
度
～
平
成
六
年
度
（
八
年
間
）

＼
＼
、ん琵諭、億喫恵

一日歯弛一異 ＼

　
東
郷
町
中

延
長
＝
、
八

】、

齪
Z
〇
皿

こ
の
県
道
は

済
道
路
と
し

成
し
た
バ
イ

　
今
回
の
バ
．

が
通
る
と
道

て
通
っ
て
い

し
て
登
下
校

も
期
待
し
た

《
完
。

◇
延
長
計

◇
幅
◇
総
事
業

◇
工
事
高

鷲瀬バイパス区間L＝1，160m
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「町の福祉に

　　役立ててください」
一坪小から善意が贈られました一

坪谷小学校では昨年11月に全校児童

と職員で募金活動を行い、集まったお
金5，061円を昨年の暮れ、町の社会福

祉協議会に赤い羽根共同募金として贈
りました。

いただいたお金は町内の各福祉団体

の育成をはじめ、歳末慰問の際の慰問

品代などに使われるということです。

ありがとうございました。

今年は4月に任期満了を迎える宮崎県議会議員の選挙を
はじめ、7月、8月にそれぞれ任期満了となる参議院議員
そして宮崎県知事と3つの選挙が行なわれることになって
います。

そこで今月から6回にわたって選挙に関する話題を特集

ξ藩論欝藷勅・三な一につい贔
①政治家の寄附禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　か

政治家（候補者・候補者となろうとする者及び現に公職　ら
にある者）は選挙区内にあるものに対しては、原則として
お歳暮、卒業祝いなど、寄附をすることはできません。
②政治家に対する寄付の勧誘、要求の禁止　　　　　　　　が

政治家に対して寄附を出すように勧誘や要求をすること

畠灘島翻舗嘉　　　　　さ
後援団体は、選挙区内にある者に対しては、原則として　り

花輪、供花など、寄附することはできません。　　　　　　”
④あいさつを目的とする有料広告の禁止　　　　　　　　3

政治家や後援団体が有料のあいさつの広告（名刺広告、

懲難騰毫賦1欝二』＿漣
るものを除き、年賀状などの時候のあいさつ状を出すこと動

は禁止されています。　　　　　　　　　　　　　　　　”
※蓬裳呼鐘麟郷選挙罷委員会又1ま県選挙酬

贈
ら
な
い
〃
求
め
な
い
〃
”

　
　
受
け
と
ら
な
い
〃

　
i
日
頃
か
ら
心
が
け
よ
う
”
3
な
い
窩

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉
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撰
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薫
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新
春
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
消

防
出
初
式
は
、
今
年
も
穏
や
か
な
日

和
り
の
中
で
開
催
さ
れ
、
町
内
十
二

の
部
の
消
防
団
員
二
七
四
名
が
出
動

し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
八
時
、
点
検
長
（
町
長
）
の

点
検
開
始
宣
言
の
後
、
本
部
か
ら
順

次
決
め
ら
れ
て
い
た
順
番
に
し
た
が

っ
て
操
練
と
簿
冊
・
機
械
器
具
点
検

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
か
ら
夏
に
消
防
操
法

大
会
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て

い
た
小
冊
⊥
ポ
ン
プ
発
水
競
技
の
部
が

な
く
な
り
、
変
わ
っ
て
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
下
の
耳
川
河
川
敷
で
、
十
二
の
部

の
小
型
ポ
ン
プ
隊
に
第
一
部
（
小
野

田
）
消
防
O
B
が
参
加
し
て
、
約
五

分
間
に
わ
た
り
今
年
の
”
火
災
0
”

を
願
っ
た
一
斉
放
水
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
冠
搾
め
が
け
て
威
勢
よ
く
放

水
さ
れ
る
十
三
本
の
水
柱
と
そ
れ
を

演
出
す
る
勇
壮
な
消
防
団
貝
の
姿
に

訪
れ
た
観
客
か
ら
さ
か
ん
な
拍
手
が

お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
分
列
行
進
の
後
に
出
初
式

で
は
お
な
じ
み
と
な
っ
た
山
陰
保
育

審査結果
審査区分 優　勝 第2位 第3位

総　合　の　部 第8部 第4部 第1部

操　練　の　部 第8部 第1部 第9部

小型ポンプ置引競技の部

ｦ平成6年明26日実施
第8部 第4部 第9部

　　ヨ璽塑墨・，

園
幼
年
消
防
隊
（
十
三
名
）
に
よ
る

防
火
意
識
を
よ
び
か
け
た
和
太
鼓
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
全

員
で
「
わ
た
し
た
ち
は
絶
対
に
火
遊

び
は
し
ま
せ
ん
」
と
力
強
い
宣
誓
が

行
な
わ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
た
の

も
し
い
ち
び
っ
こ
た
ち
に
大
き
な
拍

手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

諾

消
防
出
初
式

得胆
！が

こ
　
》
」
　
－
し

も

二
年
連
続

7ぜ

一

㍗
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㌧

講

▲今回初めて行なわれた一斉放水

▲喜びと緊張が交じり合う表彰式　　　▲今年も花を添えてくれた山陰保育園幼年消防隊　　　▲分列行進の先頭を行くラッパ隊

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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町県民税の

申告は

期限内に

　　正しく

2月14日（火）

　　から

　3月15日㈱

」
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…
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＝
＝
＝
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ニ
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≡
＝
ニ
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≡
＝
≡
一
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」

　
今
年
も
町
県
民
税
等
の
申
告
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
七
年
一
月
】
日
現
在
、
住
民

登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
町
内
に

住
ん
で
い
る
入
は
、
前
年
一
年
間
に

得
た
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
は
、
二
月
十
四
日
か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
。
各
地
区
ご
と
に
受
付

け
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
申

吉
し
て
く
だ
さ
い
。
日
程
は
別
配
布

チ
ラ
シ
の
と
お
り
、
期
限
は
三
月
十

五
日
で
す
．
．

所
得
の
な
い
人
も

申
告
し
て
く
だ
さ
い

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
申
告
を
し
な
か

っ
た
場
合
、
扶
養
認
定
や
生
活
保
護
・

児
童
手
当
の
判
定
、
福
祉
年
金
の
受

給
、
幼
稚
園
や
保
育
所
の
入
所
な
ど

に
必
要
な
所
得
証
明
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

申
告
の
要
領
は
…

　
申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

①
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の
。

②
農
作
物
（
し
い
た
け
、
み
か
ん
、

柿
、
栗
、
野
菜
等
）
の
収
量
や
販
売

金
額
を
証
明
す
る
も
の
。
　
（
出
荷
証

明
書
）

③
養
蚕
の
繭
売
渡
し
精
算
書
。
　
（
各

蚕
期
別
）

④
肉
用
牛
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

渡
し
証
明
書
。
　
（
百
万
円
未
満
の
子

牛
に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却

証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
、
証
明

書
が
な
い
と
き
ほ
課
税
所
得
で
す
。
）

⑤
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支

払
明
細
書
。
　
（
給
与
支
払
報
告
書
の

出
て
い
る
人
は
不
要
で
す
．
．
）

⑥
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

平
成
六
年
中
の
源
泉
徴
収
票
か
年
金

支
払
通
知
書
。

⑦
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
家
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
・

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
　
（
公

共
用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合

も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
）

⑧
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
収
支
の

明
ら
か
な
も
の
。
　
（
家
計
簿
・
日
記
・

ノ
ー
ト
類
）

⑨
平
成
六
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
の

う
ち
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の

購
入
費
、
雇
入
費
、
土
地
改
良
費
、

交
際
費
、
光
熱
水
虻
、
事
業
用
借
入

金
の
支
払
利
息
、
地
代
、
家
賃
等
V

の
領
収
書
。

⑩
平
成
六
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
や
個
人
年
金
保
険
の
保
険
料
及
び

火
災
保
険
量
の
損
害
保
険
の
保
険
料

の
領
収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
。

⑪
印
か
ん

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
、
源
泉
徴

⑳◎⑳

の税か‘憾こ

　　　　　　　ノ言
、　　蕊

；こ

舳置●’

黍
…
、ぢ

一 一

収
票
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
病
院
の
領
収
書
・
通
院
証
明
書
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
画
引

役
場
で
納
税
相
談
を
一
」
な
　
ま
す

イの弛盆払な花

4

．
写

♪、

6

ゐ
σ

．
．
省

　
平
成
六
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正
し

く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計
算
し

て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
次
の
日
程
で
納
税
相
談

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
期
日
　
2
月
2
0
日
～
2
1
日

▽
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館
2
階

申
告
を
要
す
る
人

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
申
告
相

談
日
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書

が
送
ら
れ
た
人
は
、
書
類
に
目
を
通

し
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
日
に
申
告
を
し
な
い
と
、
延

2
月 目

　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
4
1
　
　
し

20

冝
`
2
1
日

岡
税
務
署
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
但
し
、
土
曜
日
は
す
べ
て
閉
庁
と

な
り
ま
す
。
）

　
な
お
、
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な

く
て
も
、
次
の
人
は
確
定
申
告
が
必

要
で
す
。

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え
る
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
一
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ

る
免
税
所
得
を
含
む
）
を
超
え
る
人
。

③
給
与
所
得
者
で
、
ニ
カ
所
以
上
か

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従

た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
他

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
と
き
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111ωまで〉

■粥8ごう⑤

．
『
ノ
ρ

製
挙
壽
ρ

『国際化』……それには

　外国人と自然に接することからはじめよう〃
日本の

3

　

書

　ヨ本1乙’る蒔米つ友達には見知らぬEヨ本人に会うたびに

ワメリカ人ですか？2と闘かれてうんざりしている人も

9なく至つまぜ凶ソ。棄京や大阪などの大都市より．工也方に

iくぱどこの煩司が強いようです。このi韮も私が外±した

≡寺3あら外人だ、アメリカ人だ』という声が葺に響きまレ

た。時々子供たちが私を見て『外人』と叫びながら走り去

って行きます。これは笑い話のようですが．悲レ．、事実だ

と思います。つまり、日本入は現在『国際交流』や『国際

化』を懸命に主張しているのに＼ヨ本が国際麹な玉［こなる

には．基本的姿勢から改善することが．2要だということで

す。アイルランド人やイギ．ノス人の会話には『玉禦乙や

ア国際的な』といった表現はほとんどありません。それは

イギ1ソスやアイルランドが意識レなくても玉際望ざからで

はないでしょうか。

　あるEヨダフリンのバスに美っていた時、バスの‡の乗客

を見渡してみると『アイルラントこ人』は私以外こ一人も〔．㍉

なし、ことがありました。そしてこのバスの〔口こは瑳マな医

の人々が一緒こ美っていたこもかかわらす、誰も顔邑を変

えた」つ指を指したり4まぜんでした。もぢうんのろいうな

玉民が同じ玉．こ生んで．＼るので差別なとの島島はあ・ります，

」かしア羊．レランく入が7あら外んとしプりれることはあ

レりません。アイルランド人は外人と一当に生むこと：こ質れ

ているからではないでしょうか。

　徳lI時代の鎖国政策の影響で＼単一釣な社会とレての≡

本の歴史はまだ浅いようです。ヨ本は著しく短い期闘に経

済大国［こなりましたが＼国際的な社会になるにはもっと持

問が必要だと思います。人閤の基本麹な考えや勤μEは突献

変わるものでは奪いでしょうから。だから≡五が“玉際ご

な時代に入った”と言われても．キャッチフレーズ芝けで

はないかと思わずにはいられない時もあります。

ダ
亀

壕議＿＿＿＿鴛r灘監、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ．

には、E本人は国際化社会に向けての教育と＼外玉人と自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黙に接する機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会を持つこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にもつと努力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をしなければ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いけないと思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います。

冨

菱

　
華

≡本語の・国恥と・う謝本当の意味を持つた罐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾

手，．

琶

妾

言
塁
塞
5
玉
憂

圏
画
調
回
凶
O

遺
失
物
の
取
り
扱
い

　
東
郷
町
は
入
門
の
入
り
口
に
当
た

り
、
県
内
外
か
ら
の
人
・
車
の
往
来

が
多
い
事
か
ら
「
忘
れ
物
「
の
拾
得

が
平
成
六
年
は
、
三
十
↓
件
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
中
に
は
、
高
価
な
物
・
高
額

な
拾
得
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
そ
の
取
り
扱
い
は
、
遺
失

物
法
等
に
厳
し
く
規
定
さ
れ
て
お
り

左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

警察官
拾得物の差し出し

預かり書交付
拾得者

鍵
絡
遺
失
物
の
返
還

2
月
は
飲
酒
運
転

　
　
取
り
締
り
月
間
で
す

　
警
察
が
取
り
締
ま
り
を
行
な
う
か

ら
違
反
を
し
な
い
の
で
は
な
く
、
自

分
の
事
、
家
族
の
事
と
し
て
飲
酒
運

転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
3
文
責
東
郷
駐
在
所
久
保
正
1

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
’
1
2
月
末
累
計
〔
　
｝
内
は
当
『
分
／

遺失者

お
礼

★
拾
得
物
は
、
手
掛
か
り
の
あ
る
品
物

　
は
連
絡
し
て
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

★
駐
在
所
に
差
し
出
す
場
合
は
、
必

　
ず
警
察
官
と
品
物
の
確
認
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

★
拾
得
し
た
品
物
は
、
拾
得
し
た
人
が

　
警
察
官
に
差
し
出
し
て
く
だ
さ
い
。

計
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市

糊
⑳

　
）
0
0
　
（

3
〔
0
＞

2
（
0
）

3
〔
1
）

4
（
0
）

糞、言〉 41

i7）

228

k26）

件
数

O
D
1
　
一

　
）
0
0
　
（

1
〔
0
）

0
（
0
）

0
（
0
）

1
（
0
）

◎0
@〔0）

1
（
0
｝

7
ω
死
者

人
身
事
故

繍
G
ゆ

　
）
0
0
　
一

2
1
0
｝

2
〔
0
）

4
1
1
）

4
（
0
＞

㊨8
@（0）

49

i8）

294

i27＞

傷
者

ウ
冒
ρ
一
4
　
1
2
⑪
ウ
・

56

汲P

47

k3｝14＞

20 52 39

k5）

⑳91

@18）

337

P33＞

1鋤

P1561

事物
ﾌ損

（○

N
間
の
事
故
件
数
）

　
　
　
　
全
国
　
「
○
、
四
八
四
人

　
死
者

　
　
　
　
県
内
　
　
　
　
九
六
人

平
成
五
年
一
年
間
の
死
者
数

　
　
　
　
全
国
　
「
○
、
九
四
二
人

　
死
者

　
　
　
　
県
内
　
　
　
　
八
四
人

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈲まで〉



　　　　　　コ蝦8ご’り⑥
◎　
　
　
式

灘まち。～アルバム。
　　　　　成人式

　　　今日から晴れて大人の仲間入り

1月4日「水

／イ

　新成人を祝う式典が町総合文化センターで行なわれ、会場

には本町出身で今年度成人を迎えた105嚢中84名r男39名、女45

名・が出席しました，式典では新成人者一人一人の名前が呼ば

れた後、新成人者を代表して坪谷の矢野充生君と鶴野内の黒

木めぐみさんに町長から成人証書と記念品が授与されました．

町長・教育委員長の式辞にひきつづき来賓の方々から一今日

の感激を忘れず立派な社会人となってください　と祝辞が贈

られました、式典後全員で記念撮影が行なわれましたが、こ

こでは式典での緊張もほぐれ、同窓生らと肩を並べながら和

やいだ雰囲気の中で写真に納まっていました．

－．互コー］［】［－■コ【一］【■二皿＝【一■】【】皿互田］【】【ーコ【－夏互－

一
／
、
　
ミ

H
　 諸

灘
蝦

ヨコ　鴻Gコヨ　と　　　　　　ユごヨ一こユユエ　一図　マコ　

　　　　第20回牧水かるた大会

　　　　・日向市からも参加
　1月6日「金

誌ヌ『蓋＼

7
ー
ー
駄
』
■

　冬休み中の恒例行事として子供たちにすっかり定着した牧

水かるた大会は今回で20回目を数えました．

　記念大会となった今回は、日向市の富高小学校・幸脇小学

校からも参加があり、町内外から230名の生徒・児童が参加し

て行なわれました．

　競技は個人戦から行なわれ、その後学校対抗戦・チーム対

抗戦へと移っていきました。どの子供も日頃から練習を重ね

てきたとあって、上の句が読まれるとすぐに素早い手で下の

句の札を取っていました。

奪一z＝【要＝璽一「■三璽．m＝【＝璽一一璽H＝【－Σ－mコ【f

　　　　新春交流懇話会

　　　　　60名が出席
1月1旧水1

　　
竃

　
1

　　　
HI

　

　　毎年町内の各団体や企業の代表者らに呼びかけて開いてい

　る新春恒例の交流懇話会が牧水公園ふるさとの家で開催され

　ました、冒頭木村町長と成合町議会議長から新年のあいさつ

　が行なわれ、その後出回者から今年の抱負や夢・近況などが

　語られました，その中には今後の町づくりのヒントにもなる

　ような創意に富んだ意見も出され、中には熱心にメモを執る

’参加者もいたようでした．

－＝［「「室室τ皿璽互理－－－璽一：匿互重至量．夏理三．＝董重塁亙亙里工茎至ま至里茎－－Σ罫夏重重葦－玉重至一斗重三璽一撃H七重

　　　　　　　　新春書初展

　　　　　　小・中学生の力作そろう

　1月14日土～22日日

　町内の小・中学生の書初展が町総合文化センターで開催さ

れました，

　作品は小学1・2年生が硬筆、3年生以上が毛筆で、今年

は7つの・」・・中学校から216点の作品が出品展示されまし

た、

騰り　　き　㌶ζ1　、、

l
l 灘鞠

蠣

謙灘

畜願　隠田瓦蠣
慶；躍ll：

聚誌季　ナ看雲、
‘『

ﾇき　．孟　籍　冒く　『

鎌脚ぎ1

作品はいずれも力作ばかりで、鑑賞に訪れた町民らは感心

した様子で見いっていました，

　
珍

／
汐
多
、

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　　　　　　　鞘8ご’り⑦

吉
田
京
子

　　　東郷町

わ瀞
　
亀
し
冨

9
ム
嘱
・
　
　
，

　
　
ト

譲
、
．

　
　
　
身
‘

勲

　　　　V、　　．▼

　　レ　！ζ算

贈惰鰯
　　6

1」“
ﾂ㌔

「

　
●
、

O

●

（
5
6
歳
）

（
旧
姓
海
野
）

　
昭
和
二
十
九
年
に
現
在
お
住
ま
い

の
延
岡
市
に
移
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

数
年
後
に
美
容
師
の
資
格
を
取
得
し

県
外
で
修
業
を
つ
ま
れ
た
後
延
岡
に

戻
り
、
昭
和
三
十
九
年
に
念
願
で
あ

っ
た
美
容
室
を
持
た
れ
た
そ
う
で
す

　
「
今
『
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

同
友
会
』
に
入
り
、
五
十
歳
半
ば
に

し
て
志
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
己
と
い
う
吉
田
さ
ん
、
現
在
は

孫
二
人
を
含
め
五
人
家
族
で
毎
日
楽

し
い
日
々
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
瓢
臨

。
出
身
地

　
　
小
野
田
　
又
江
野

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
十
三
年
四
月
十
五
日

O
現
在
の
住
所

　
　
延
岡
市
新
町

★
☆

み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し

　
　
ふ
る
里
に
感
動
す
る
日
々

土
地
の
特
色
を
生
か
し
た
面
づ
く
り
を

　
か
ん
む
り
山
、
ま
め
と
び
山
、
東

郷
橋
そ
し
て
扇
田
、
そ
の
名
前
を
口

に
す
る
だ
け
で
熱
い
も
の
が
胸
に
く

る
。
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
東
郷

町
は
私
の
永
遠
の
活
力
の
泉
で
す
。

　
父
母
の
墓
参
り
に
東
郷
に
向
う
時

は
、
心
の
な
ご
む
日
で
あ
る
。
山
桜
の

咲
く
頃
、
車
を
止
め
て
又
江
野
の
町
を

歩
き
ま
し
た
。
駐
在
所
と
私
の
生
家

は
も
っ
と
は
な
れ
て
い
た
の
に
、
今

は
目
と
鼻
の
先
、
東
郷
小
学
校
の
坂

道
の
石
垣
も
高
く
て
怖
か
っ
た
の
に
、

な
ん
だ
と
い
う
高
さ
な
の
だ
。
幼
き

日
の
自
分
の
世
界
の
小
さ
か
っ
た
こ

と
が
懐
か
し
く
愛
お
し
く
思
う
。

　
母
校
の
校
庭
か
ら
周
囲
を
見
渡
す

と
山
や
緑
の
美
し
さ
、
牧
歌
的
な
風

景
に
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
仕

事
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
何
度
か
行

き
ま
し
た
が
、
自
分
の
ふ
る
里
が
そ

の
有
名
地
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
程

素
晴
ら
し
い
こ
と
に
胸
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
●
　
●

☆
★

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

に
な
っ
た
。
こ
の
感
動
は
苦
難
を
越

え
て
幾
年
も
の
月
日
を
重
ね
て
わ
か

　
　
　
　
　
せ
き
ビ
リ
　
セ
り

る
も
の
か
と
寂
蓼
ひ
と
し
き
り
。

野
花
を
摘
み
、
川
原
で
石
こ
ろ
を
重
ね

て
遊
ん
だ
遠
い
日
、
自
然
は
厳
し
さ

と
や
さ
し
さ
の
波
動
を
し
っ
か
り
伝

え
て
く
れ
て
い
た
の
だ
。
ふ
る
さ
と

の
思
い
出
と
、
そ
の
日
の
感
動
を
大

切
に
明
る
く
生
き
た
い
と
思
う
。

　
町
内
の
広
範
囲
を
見
わ
た
せ
る

く
思
い
出
の
多
い
「
ま
め
と
び
山
」
（
中
央
）

　
『
昔
の
ま
ま
の
ふ
る
里
を
残
し
て
ほ

し
い
…
』
新
開
拓
を
し
て
ほ
し
く
な

い
と
い
う
気
持
ち
が
心
の
ど
こ
か
に

あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
は
私
の
わ
が
ま

ま
で
、
こ
れ
で
は
時
代
に
と
り
残
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
色
々
な
問

題
の
中
で
人
口
減
少
は
東
郷
で
も
延

岡
で
も
深
刻
の
よ
う
だ
け
ど
、
拡
大

で
な
く
、
ま
ず
内
容
充
実
で
土
地
の

特
徴
を
つ
か
む
こ
と
に
力
を
入
れ
て
、

明
る
い
黒
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

　
二
十
一
世
紀
は
心
の
時
代
と
い
わ

れ
て
い
る
、
人
の
知
恵
は
大
き
い
、

環
境
を
認
め
、
人
を
認
め
「
み
ん
な

ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」
と
い
う
プ

ラ
ス
型
の
精
神
で
、
東
郷
町
が
曲
豆
か

に
発
展
す
る
事
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。

露
の
玉
輝
．
か
せ
を
り
甘
干
蔓

　
今
日
も
さ
は
や
か
霜
月
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
里
…
木
　
　
滉

北
郷
を
過
ぎ
て
古
里
の
山
見
ゆ
る

　
父
の
手
植
ゑ
の
杉
も
交
じ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

弔
い
の
極
も
読
経
に
導
か
れ

　
永
久
の
別
れ
の
庭
廻
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
園
男

秋
ゆ
き
て
炬
燵
恋
し
き
寛
ぎ
の

　
遠
き
昔
の
囲
炉
裏
浮
か
び
来

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
國
作

神
々
の
力
が
欲
し
と
願
は
ね
ど

　
わ
れ
に
賜
ひ
ね
遺
せ
る
歌
を

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

小
石
投
げ
お
ど
し
て
み
れ
ど
気
に
止

　
め
ず
熟
柿
つ
い
ば
む
ひ
わ
の
番
は

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

秋
空
に
鰭
は
黄
金
に
輝
き
て

　
甥
の
婚
儀
を
名
古
屋
に
祝
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

見
遥
か
す
海
の
彼
方
の
波
蒼
く

　
眺
め
果
て
な
き
日
南
海
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

日
南
の
海
岸
め
ぐ
る
吟
行
会

　
味
は
ひ
深
き
朗
詠
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

久
々
の
親
子
の
出
合
腕
く
み
て

　
銀
座
歩
く
も
笑
い
の
絶
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

「
鷹
」
の
山
天
領
に
さ
れ
村
人
等

　
苦
難
を
語
ら
ず
今
に
生
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
　
鶴
男

と
も
す
れ
ば
眩
量
あ
り
と
て
昼
を
臥
す

　
頭
打
ち
た
る
妻
の
籠
も
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄
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蚕纏当逃叫
　▲題「たのしくおどったよ」（発表会）

　　　　山ノロの

橋ロ奈保美ちゃん5歳1

父：橋口孝夫さん

母＝　　清子さん

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　忍玉三太郎

O好きな食べ物は何ですか？

　肉・とうふ・カレーライス

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　バレーボールの選手

　　　　庭田の

　黒木竜太くん6歳）

父：黒木光博さん

母：　　真奈美さん

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　忍玉乱太郎

O存きな食べ物は何ですか？

　カレーライス・魚

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　サッカーの選手

しくおどったよ」（発表会）

勢岬繊　　窪

▼題「

箆

　タ鯉・
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．
Y
。
Y
．
Y
．
7
．
Y
．
7
．
Y
．
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Y
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7
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7
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7
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Y
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Y
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Y
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Y
・
▼
・
Y
・
7
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7
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Y
・
7
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7
・
7
・
7
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Y
・
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夜警≡も
　　　これで安心

一消防積載車全域に配備一

　これまで年次計画で配備さ

れてきた消防積載車は、今年
度4つの部に配備され、町内

12の部全部に配備が整いま
した。

　これにより有事の際の機動

力が充実されたことはもちろ

ん、火災シーズンを迎えてい

るこの時季、火災予防の呼び

掛けと警戒に当る消防夜警で

もその機動力と性能が十分発

揮され、地区住民の安心感は

もとより、夜警に当る消防団

員からも「長い時間、しかも

寒い思いをして見回っていた

巡回も解消され、だいぶん楽

になりました』と、たいへん
膏ばれているようです、

　消防団員のみなさん
　　　ご苦労さまです。

　
　
弱

3　．5

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
発
見
の
旅
」

旅
行
記
囹

七
月
二
＋
五
日

　
　
晴
の
ち
雨
の
ち
晴

教
去
目
夫
女
口
貝
ム
ム

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
来
て
日
本
大
使

館
訪
問
、
二
泊
三
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
、
少
年
団
と
の
交
流
会
等
で
気
の

休
ま
る
日
の
な
い
連
続
で
し
た
が
、

今
日
か
ら
二
日
間
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
歴
史
・
文
化
・
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
の
日
々
で
あ
る
。
私
達
を
乗
せ
た

バ
ス
は
、
ア
イ
ラ
ン
ド
の
南
西
部
か

ら
南
へ
移
動
す
る
。
そ
の
途
中
で
石

灰
岩
に
覆
わ
れ
た
小
高
い
丘
の
中
腹

に
あ
る
ア
ウ
イ
の
洞
窟
の
見
学
で
あ

る
。
こ
の
洞
窟
は
、
熊
の
棲
息
し
て

い
た
鍾
乳
洞
で
現
在
も
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
バ
ス
は
、
美
し
い
風
景
の
海
岸
線

を
更
に
南
下
し
、
海
に
垂
直
に
そ
そ

り
立
つ
高
さ
二
百
米
、
八
キ
ロ
に
も

及
ぶ
と
言
わ
れ
る
モ
ー
ア
の
岸
壁
の

見
学
で
あ
る
。
こ
の
断
崖
絶
壁
の
上

に
立
つ
と
強
風
も
手
伝
っ
て
海
の
中

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
あ
っ
た
．
、

　
昼
食
は
、
ラ
ヒ
ン
チ
と
い
う
漁
村

で
皿
い
っ
ぱ
い
に
成
皿
ら
れ
た
魚
・
貝

類
を
満
喫
し
た
。

　
午
後
は
、
リ
マ
リ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ッ

テ
ィ
ー
城
の
見
学
で
あ
る
．
、
こ
こ
は

中
世
時
代
の
民
族
資
料
展
示
公
園
と

一
体
と
な
っ
て
い
る
所
で
中
世
の
生

活
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

海
　
野
　
誓
　
生

　
夜
、
生
徒
達
は
市
内
で
ボ
ー
リ
ン

グ
を
楽
し
み
、
私
達
は
お
域
で
の
晩

餐
会
を
経
験
し
た
。
こ
の
晩
餐
会
は

中
世
時
代
を
再
現
し
、
観
光
客
の
中

か
ら
王
様
と
女
王
様
を
選
ん
で
酒
宴

が
行
わ
れ
る
も
の
で
、
肉
は
手
づ
か

み
、
ワ
イ
ン
は
飲
み
放
題
で
家
臣
の

一
人
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
生
徒
た
ち
に
は
大
変
申
し
訳
な
か

っ
た
が
楽
し
い
一
時
で
あ
っ
た
．
．

「

分

紳
　
。

▲モーアの岸壁高さ200m
▲断崖絶壁の上でポーズをとる
　右から高野、小形、鈴野君
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⑨
●
《
ノ
ご8塘

鎗
蘇
鑓
簡

⑯
あ
な
た
に
必
要
な

　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
？

東
郷
町
立
病
院
院
長

　
外
科
谷
　
川

島
騨
、

ザ

誠

　
動
脈
硬
化
の
原
因
の
一
つ
に
肥
満

が
あ
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
の
予
防
に

は
ウ
ェ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
自
分
の

目
標
体
重
を
知
り
、
食
べ
過
ぎ
を
防

ぐ
事
が
重
要
で
す
。
標
準
体
重
は
女
性

で
あ
れ
ば
身
長
か
ら
一
〇
〇
㎝
を
ひ
い
た

も
の
、
男
性
な
ら
身
長
か
ら
一
〇
〇
㎝
を

ひ
い
た
も
の
に
○
・
九
を
か
け
た
も

の
で
す
。
例
え
ば
身
長
一
五
〇
㎝
の

女
性
な
ら
五
〇
㎏
、
身
長
一
六
〇
㎝

の
男
性
な
ら
五
四
㎏
が
標
準
体
重
で

す
。
こ
れ
を
一
〇
％
越
え
て
い
れ
ば

太
り
気
味
、
二
〇
％
越
え
て
い
れ
ば

肥
満
で
す
。
次
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
求
め
方
で
す
が
、
自
分
の
標
準

体
重
に
三
〇
を
か
け
れ
ば
わ
か
り
ま

す
。
例
え
ば
標
準
体
重
五
〇
㎏
の
人

な
ら
五
〇
×
三
〇
で
一
五
〇
〇
カ
ロ

リ
ー
必
要
だ
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

実
際
の
カ
ロ
リ
ー
は
例
え
ば
御
飯
は

女
性
用
の
茶
椀
一
杯
で
は
約
】
六
〇

カ
ロ
リ
ー
、
男
性
用
の
茶
椀
で
は
一

杯
で
二
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
女
性
の
方
な
ら
ド
ラ
焼
き
を

一
個
食
べ
た
ら
御
飯
を
↓
杯
へ
ら
す

等
の
努
力
を
さ
れ
た
方
が
良
い
で
し

ょ
う
。
男
性
の
方
が
最
も
気
に
な
る

ア
ル
コ
ー
ル
で
は
日
本
酒
は
一
合
で

御
飯
一
杯
分
、
ビ
ー
ル
（
大
）
】
本

で
御
飯
一
杯
半
、
焼
酎
一
合
で
御
飯

一
杯
半
、
ワ
イ
ン
は
コ
ッ
プ
一
杯
で

御
飯
一
杯
分
の
カ
ロ
リ
ー
で
あ
り
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
の
カ
ロ
リ

ー
は
一
日
約
四
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
以
内

に
お
さ
え
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

日
本
酒
な
ら
最
大
二
合
、
焼
酎
な

ら
】
合
半
、
ビ
ー
ル
で
は
二
本
ま

で
が
限
度
で
す
。
今
ま
で
は
少
し
の

酒
は
百
薬
の
長
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
最
近
の
研
究
で
は
大
腸
癌
は
酒

を
飲
む
人
に
多
い
事
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
飲
み

過
ぎ
に
注
意
さ
れ
た
方
が
良
い
で
し

ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

ま
　
　
　
　
　
（
～
塞

ぎ
す
／
一
　
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

アルコールの飲み過

肥満をつくりま

注意しましょう
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⑫歯科医師会だより

　
　
】
拓

．
　
∠
Q

～
　
　
　
〉

　
今
回
か
ら
歯
が
数
本
抜

け
た
と
き
に
補
う
入
れ
歯

に
つ
い
て
の
お
話
し
で
す
。

　
入
れ
歯
に
は
、
歯
を
失

っ
た
と
こ
ろ
に
両
側
に
残

っ
た
歯
を
利
用
し
て
橋
渡

し
し
て
接
着
剤
で
ガ
ッ
チ

リ
固
定
し
て
入
れ
る
固
定

式
の
「
ブ
リ
ッ
ジ
」
と
、
歯
を
失
っ

た
と
こ
ろ
に
人
口
の
歯
を
植
え
込
み
、

バ
ネ
で
両
隣
の
歯
に
引
っ
か
け
て
止

め
、
取
り
外
し
の
き
く
「
局
部
床
義

歯
」
と
い
う
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
、
欠
損

部
の
歯
の
状
態
、
欠
損
し
た
歯
の
数

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
ブ
リ
ッ
ジ
の
長
所
は
、
安
全
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
て
　
　
ひ
ヨ
　

非
常
に
よ
い
こ
と
で
す
。
咀
囎
に
よ

っ
て
は
ず
れ
る
心
配
も
な
く
、
自
分

の
歯
と
同
じ
よ
う
に
食
べ
物
を
噛
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
短
所
は
、
両
側

の
歯
を
削
り
冠
を
か
ぶ
せ
や
す
い
形

に
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
む
し

歯
の
せ
い
で
、
冠
を
か
ぶ
せ
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

ば
な
ら
な
い
歯
な
ら
問
題
あ
り
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壇

ん
が
、
健
康
な
歯
の
場
合
は
、
人
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

歯
一
本
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
二
本
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

犠
牲
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
冠
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌

を
か
ぶ
せ
た
歯
は
、
ど
う
し
て
も
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤

垢
が
た
ま
り
や
す
い
の
で
、
取
り
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

し
の
歯
以
上
に
清
掃
を
よ
く
す
る
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎎

要
が
あ
り
ま
す
。
残
っ
て
い
る
歯
は
瑠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

何
本
か
あ
る
が
、
ブ
リ
ッ
ジ
を
使
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墨

の
は
無
理
と
い
う
と
き
に
利
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

の
が
局
部
床
義
歯
で
す
。
局
部
床
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

歯
の
長
所
、
短
所
に
つ
い
て
は
次
回

に
お
話
し
し
ま
す
。
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表
紙
へ
牧
水
O
－
7
3
、
の
解
説

　
こ
の
歌
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二

七
・
四
十
二
歳
）
一
月
頃
の
作
で
、

　
　
み
　
び
「
炭
火
」
と
題
す
る
一
連
六
首
の
中

の
一
首
で
す
。
最
近
で
は
炭
火
を
使

う
家
庭
は
ご
く
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
わ
が
国
で
は
古
く
か
ら
こ
の
炭

火
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
家
庭
の
必

需
品
で
し
た
。

　
牧
水
の
書
い
た
随
筆
に
「
火
を
焚

く
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
牧
水
は
「
見
る
の
が
好
き
で

あ
る
と
共
に
私
は
火
を
焚
く
の
も
上

手
で
あ
る
。
こ
と
に
炭
火
を
お
こ
す

の
が
上
手
で
あ
る
。
炭
火
に
も
ま
た

私
は
少
な
か
ら
ぬ
興
味
を
持
っ
て
お

る
。
暖
を
と
る
こ
と
、
見
る
こ
と
、

渡
　
邊
　
邦
　
彦

お
こ
す
こ
と
、
と
り
ど
り
に
面
白
い
。
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ

と
言
い
、
ま
た
「
か
っ
か
と
熾
っ
た

火
も
い
い
が
、
炭
火
の
趣
き
を
見
る

に
は
矢
張
り
埋
火
の
や
う
に
お
も
ふ
」

と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
牧
水
は
ほ
ん

と
う
に
炭
火
が
好
き
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
こ
の
頃
、
牧
水
は
沼
津
市
の
は
ず

れ
千
本
松
原
に
家
を
建
て
て
住
ん
で

い
ま
し
た
。
書
斎
に
は
炉
が
切
っ
て

あ
り
、
自
分
で
火
を
お
こ
し
て
は
鉄

瓶
で
湯
を
湧
か
し
て
茶
を
入
れ
た
り
、

　
　
　
　
　
か
ん

時
に
は
酒
の
燗
を
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
炭
も
か
な
り
ぜ
い
た
く
な
品
を

鰹

使
っ
て
い
た
よ
う
で
、
沼
津
で
は
第

一
等
の
も
の
を
使
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
次
の
歌
も
六
首

の
中
に
あ
り
ま
す
．
、

し
ぬ
ぎ
　
　
　
　
　
か
ア
リ

櫟
の
木
魚
の
木
の
炭
を
よ
し
と
お
も

　
　
　
　
　
　
お
と
へ
　
　
　
ぼ
げ

ふ
花
咲
け
る
ご
と
懊
の
燃
え
た
る

　
牧
水
生
家
の
納
戸
に
は
小
さ
な
い

ろ
り
が
あ
り
ま
す
。
牧
水
は
少
年
時

代
こ
の
い
ろ
り
で
家
族
と
共
に
炭
火

を
囲
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
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農
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

わ
れ
る
『
一
九
九
五
年
農
業
セ
ン
サ

ス
』
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
の
農
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本
的
な

統
計
調
査
で
す
．
、
調
査
の
結
果
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
各
方

面
で
農
業
施
策
推
進
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
員
が
農
地
を
お
持
ち
の
皆
様

の
お
宅
に
お
伺
い
し
て
、
農
業
の
経

営
状
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
6
年
度

東
郷
町
合
同
金
婚
式

今
年
度
は
ト
六
組
が
め
で
た
く

金
婚
式
を
迎
え
ま
す
。

　
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
合
同
金
婚

式
は
、
今
年
度
は
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
1
6
日
目
木
）
　
1
1
時
～

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
※
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
の
氏

　
名
は
来
月
号
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

東
郷
町
子
ど
も
会

　
創
　
作
　
大
　
会

▽
日
時
　
2
月
5
日
（
日
）
9
時
～
1
2
時

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
　
小
・
中
学
生

　
※
小
学
校
低
学
年
生
は
な
る
べ
く

　
　
親
同
伴
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

第
拓
回

牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▽
日
時

　
2
月
1
2
日
（
日
）

　
午
前
8
時
受
付

▽
場
所

　
牧
水
公
園

魔

第
2
回

生
涯
学
習
推
進
大
会

▽
日
時
　
2
月
2
6
日
（
日
）
9
時
～
1
2
時

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
　
井
出
信
夫
氏
（
佐
賀
県
出

　
　
　
　
身
で
農
業
を
経
営
）

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の

　
　
こ
利
用
に
つ
い
て

　
税
金
電
話
相
談
（
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
）
は
、
皆
様
か
ら
の
電
話
に
よ

る
税
務
相
談
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

答
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
こ
の
、
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
に
は
、

所
得
税
、
相
続
税
、
消
費
税
な
ど
身

近
な
税
金
に
つ
い
て
の
解
説
が
約
五

百
項
目
収
録
さ
れ
て
お
り
、
毎
日
（
日

曜
、
祝
日
を
含
む
。
）
六
時
か
ら
二
十

四
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
さ
れ
る
場
合
は
「
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
コ
ー
ド
表
」
が
必
要
で
す

が
、
こ
の
コ
ー
ド
表
は
税
務
署
、
税

務
相
談
室
、
役
場
等
の
窓
口
に
お
い

て
あ
り
ま
す
。

　
利
用
方
法
は
、
コ
ー
ド
表
で
お
聴

き
に
な
り
た
い
相
談
項
目
の
コ
ー
ド

番
号
を
確
認
さ
れ
た
上
で
、
タ
ッ
ク

ス
ア
ン
サ
ー
の
電
話
番
号
に
か
け
、

指
示
に
従
っ
て
い
く
と
回
答
が
得
ら

れ
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
一
月
】
日
か
ら
コ
ー

ド
番
号
が
四
桁
に
変
り
ま
し
た
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
電
話
番
号

　
0
9
8
5
－
3
2
1
7
7
9
9

（参考）現在次のような項目がよく利用されています。

　最低賃金額を
　　ご存じですか‘P
平成6年ユ0月1日から産業別最低賃金が適用

されていない全ての労働者に適用される宮崎県

最低賃金／地域最賃）は次のとおりとなってい
ます．

　　日額　4，324円
　　時間額　　　　541円
最低賃金に関する問い合わせば、宮崎労働基
準局賃金課（費0985－24－2205）または、延岡監

督署（費0982－34－3331＞までご連絡ください。

今
月
の
古
紙
回
収
日

▽
日
時
　
2
月
2
7
日
（
月
）
9
時
～
1
1
時

▽
場
所
　
役
場
職
員
駐
車
場
横

行
政
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
5
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
2
月
2
1
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
四
期

国
民
健
康
保
険
税
　
十
期

　
　
　
　
（
納
税
は
二
月
二
十
八
日
）

　　

@　

@　

@
善
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
、

〔
1
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
三
瀬
の
関
野
富
子
さ
ん
か
ら

（
テ
ル
子
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
筒
井
塩
海
さ
ん
か
ら

（
カ
ツ
子
さ
ん
・
7
6
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
日
向
地
区
建
設
業
協
会
か
ら
社
会

福
祉
の
為
に
と
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出

一
t
．
．

●

生：雫

錆
踊
　愈

那 長 新 日 岩 西
赤
ち

須 野 名 吉 佐 田 や

言旬 雅 里 淳 ん

平 茂 結 紀 美 哉 の
名

律 幸 直 晃 宗 羅
勝

夫 信 義 一 吉 看

坪 寺 福 羽 羽 福 住

谷 迫 瀬 坂 坂 瀬 所

結
婚
お
め
で
と
う

　
氏
　
　
　
　
名
　
　
主
所

　
高
　
山
　
　
　
多
　
　
．
八
重
原

　
森
　

淳
子
宮
崎
市

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

筒
井
カ
ツ
子

関
野
テ
ル
子

氏
名

76

ﾎ

81

ﾎ
年
齢

寺
迫
福
瀬
住
所
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	第八部（鶴野内）が二年連続三冠を獲得－消防出初式

	福瀬バイパスが完成－県道　中野原・美々津線

	贈らない！求めない！受けとらない－日頃から心がけよう“３ない運動”

	「町の福祉に役立ててください」－坪小から善意が贈られました

	町県民税の申告は期限内に正しく

	成人式－今日から晴れて大人の仲間入り

	第20回牧水かるた大会－日向市からも参加

	新春交流懇話会－６０名が出席

	新春書初展－小・中学生の力作そろう

	わがふるさと東郷町－吉田涼子さん

	ちびっこギャラリー　寺迫幼稚園

	街の話題－夜警もこれで安心－消防積載車全域に配置


